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日本作曲家協会・日本作詩家協会共同企画「ソングコンテストグランプリ・2026」は今年も広く全国から作詩・作曲作品を
募集した。
藤原 浩さん（キングレコード）を歌唱歌手として、1月14日～3月13日にかけて詩の募集をしたところ全国から773作品
の応募があった。
そして3月26日、日本作詩家協会・日本作曲家協会合同コンテスト委員会による選考の結果「ふりむき酒場」（作詩・冬木

ともや）、「愛の終列車」（作詩・米塚ひろし）の2作品が最優秀作詩賞に決定。
この2編の詩を課題詩として4月17日～6月19日にかけて当協会員のみならず広く一般からも作曲募集を行ったところ

「ふりむき酒場」に会員99作品、一般83作品、「愛の終列車」は会員94作品、一般86作品、総数362作品の応募があった。
今年は安藤篤人（東京新聞）、富澤一誠（音楽評論家）、玉井 哲（音楽評論家・ライター）の3氏に選考委員を委嘱。6月30日～
7月1日の両日、当協会会議室においてキングレコード、藤原 浩所属事務所、外部
審査員、そして当協会ソングコンテスト委員会の厳正な選考の結果「ふりむき酒
場」は会員・小橋浩司氏が、「愛の終列車」は一般応募の風子拓水氏が最優秀作曲賞
を受賞した。
そしてキングレコードにおける編成会議の結果「ふりむき酒場」がメイン曲と

なりグランプリに決定した。なお、このCDは9月16日キングレコードより全国発
売となる予定であると共に10月5日には「日本作曲家協会音楽祭・2026」の中で
発表・表彰が行われる。

ソングコンテストグランプリ・2026
グランプリ・準グランプリ決定！

★グランプリ
「ふりむき酒場」 作曲：小橋浩司（協会員）/作詩：冬木ともや

★準グランプリ
「愛の終列車」 作曲：風子拓水（一般）/作詩：米塚ひろし

★優秀作曲賞
「ふりむき酒場」　南部直登、保田勝紀（協会員）、佐谷戸 一（一般）
「愛の終列車」　　杉本バッハ、みちあゆむ（協会員）、池田健太郎（一般）

スタジオ録音風景
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受賞に寄せて
◆グランプリを受賞して　小橋浩司
この度は光栄な賞を頂き、身に余る栄誉に感動してい

ます。
毎年音楽祭を観覧し、いつか表彰して頂ける曲を作り

たいと思っていました。
今回の「ふりむき酒場」は、過ごしてきた時間をしみじ

みと思い出す、男の哀愁が感じられる詩だと思いまし
た。誰もが胸に覚えがあるような物語を、「覚えやすく・
歌いやすく・印象に残る」ことを心掛けてメロディーに乗
せたつもりです。伊戸のりお先生のアレンジ、スタッフの
皆さんのご尽力、そして藤原 浩さんの歌唱と全てがマッ
チし、素晴らしい楽曲を生み出してくださったと思いま
す。おじさんたちのテーマソングとして永く歌って頂け
ると嬉しいです。
最後になりましたが、コンテストに関わってくださっ

た皆さんに心よりお礼を申し上げ、受賞のご挨拶とさせ
て頂きます。ありがとうございました。

◆準グランプリを受賞して　風子拓水
この度はこのような大きな賞をいただき感無量でご

ざいます。藤原 浩さんが今まで表現していない世界観と
その魅力的な声の響きを生かせるような曲にしたいと思
いました。
雪の中を列車が走る演歌ではあまりない疾走感、逃避

行の緊迫感、それでいて希望の光が見えてくるような感
じが出せたらと思い曲を付けてみました。伊戸のりお先

生の編曲では見事にその世界を表現していただき感銘を
受けております。ノリが良くて覚えやすく、どの世代にも
カラオケなどで歌ってもらえるよう想いを込めさせてい
ただきました。自分のスタイルで歌を作り続けて、このよ
うに曲を評価していただけたこと、とても嬉しく心から
感謝致します。

ソングコンテスト選考にあたって
◆新井智大（キングレコード藤原 浩担当ディレクター）
この度は藤原 浩が歌唱するソングコンテストグラン

プリ・2026に数多くのご応募を頂き、誠にありがとうご
ざいました。
一作品、一作品、大切に読み、聴かせて頂きました。
グランプリに選ばれた「ふりむき酒場」は、藤原 浩が

数々歌ってきた酒場唄の流れを汲み、また新しい切り口
の哀愁ある楽曲となりました。心の隙間をそっと埋めて
くれる酒とアテ。この楽曲もそんな風に心の隙間にそっ
と温かく寄り添う様な楽曲になりました。
準グランプリに選ばれた「愛の終列車」は、二人の覚悟

と明るい未来への希望を描いており、情景が浮かぶ様で
す。歌詞に合わせていろいろなタイプの楽曲のご応募が
ありましたが、暗くなりすぎず、最後に希望を感じる楽曲
を選考させて頂きました。
どちらの楽曲も多くの方々にお届けして、聴いて頂き

たいそして歌って頂きたい楽曲となりました。ありがと
うございました。大切にして参ります。

ソングコンテストグランプリ・2026

「ふりむき酒場」
左から 小橋浩司、藤原 浩、冬木ともや

「愛の終列車」
左から 風子拓水、藤原 浩、米塚ひろし

スタジオにて
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選考に寄せて
◆富澤一誠（音楽評論家）
いい詩といいメロディーがめぐり逢う 
必然性とは？
〈ソングコンテスト グランプリ・2026〉作曲部門の審査
にあたって思うこと。
優れた詩には素晴らしいメロディーが眠っているの

で、作曲家はその眠っているメロディーを目覚めさせて
起こしてあげることができるといい。同じように優れた
メロディーには素晴らしい詩が眠っているので、作詩家
は眠っている詩を目覚めさせて起こしてあげることがで
きるといい。つまり、いい詩といいメロディーがめぐり逢
うべくしてめぐり逢ったときに「いい歌」は生まれると
いうことだ。そんな瞬間に立ちあえることが審査員の喜
びといっても過言ではない。今年もそんな「いい歌」に出
逢った気がするのだが。

◆安藤篤人（東京新聞）
作曲シーンで、AIやボカロを多用するのは、もはや日

常的となった感がある。審査では、予想通りAIやボカロ
を駆使した作品が散見された。
本コンテストの肝は、作曲者が課題詩をいかに読み解

くかにかかっている。AIに歌詩を読ませて、単純に歌詩
に合わせた曲を作らせることはできるだろう。
しかし、歌詩を読んで湧き出る感情を作曲につなげる

作業は人間にしかできない。
「愛の終列車」は、悲恋に近い恋もの。苦労覚悟で一緒
になる二人の心情をどう捉えるのか。「ふりむき酒場」は
人生もの。なんだかんだあった人生を酒で流す男の思い
をどう表わすか。

拙くてもAIではなく、五感を使って作り上げた曲に軍
配が上がったのは言うまでもない。

◆�玉井 哲（音楽評論家・ライター）
審査は、あらかじめ選ばれた2編の詩「愛の終列車」、

「ふりむき酒場」に曲をつける詩先で行われたので、作曲
者が詩のどの部分に着目し、どんなメロディーを載せて
詩に寄り添おうとしたのか、あるいは盛り立てる演出を
したのか、その表現力と創作力にポイントを置いて聴か
せていただいた。
どちらの詩にもメロディーが最後まで破綻なく流れ

ている優れた曲が散見された。みな一様に巧みでうま
かったが、よく言えば実力伯仲、視点を変えると横並びと
いった感もあった。
ある意味、一頭地を抜くということが如何に大変なこ

とかを目の当たりにした。心を揺さぶるメロディーを紡
ぐというのは並大抵な事ではないのだ。応募された方々
の努力には頭が下がると同時に、キラッと光るためのさ
らなる工夫に期待したくなった。

ソングコンテストグランプリ・2026

選考風景

優秀作品賞（協会員）

南部直登 保田勝紀 杉本バッハ みちあゆむ

（一般）
佐谷戸 一
池田健太郎
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10月5日（月）東京北区・北とぴあ「さくらホール」において開催される「日本作曲家協会音楽祭・2026」の出演者が決定し
た。今回も「日本作曲家協会音楽祭・奨励賞」「日本作曲家協会音楽祭・3賞」、そして昨年度より設けられ《多くの人々の感動
を生んだ名曲の歌唱により今も広く愛される歌手》に「日本作曲家協会音楽祭アワード～この人この歌～」を授与しステー
ジを飾っていただき、併せて、ソングコンテストグランプリ曲の歌唱など盛り沢山の内容となります。

「二人傘」
作曲：水森英夫/作詩：高城のぼる/
編曲：竹内弘一 

「陽が沈む前に…」
作曲：上原子友康/作詩：増子直純/
編曲：田代修二

真田ナオキ
（テイチクエンタテインメント）

瀬口侑希
（日本クラウン）

「吾亦紅」
作曲：杉本眞人/作詩：ちあき哲也 

すぎもとまさと
（テイチクエンタテインメント）

小柳ルミ子
「瀬戸の花嫁」

作曲：平尾昌晃/作詩：山上路夫/編曲：森岡賢一郎

野口五郎
「私鉄沿線」

作曲：佐藤 寛/作詩：山上路夫/編曲：筒美京平

「日本作曲家協会音楽祭・2026」出演歌手

日本作曲家協会音楽祭アワード ～この人この歌～

ベストカラオケ賞 ベストパフォーマンス賞 ロングヒット賞
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亜　蘭
（テイチクエンタテインメント）

「北国最終便」
作曲：大谷明裕
作詩：円 香乃
編曲：伊戸のりお

楠木康平
（日本クラウン）

「流されたって」
作曲：あらい玉英
作詩：高橋直人
編曲：佐藤和豊

平山花羽
（徳間ジャパンコミュニケーションズ）

「あじさい坂」
作曲：桧原さとし
作詩：さわだすずこ
編曲：南郷達也

谷島明世
（キングレコード）

「おんな越後路」
作曲：水森英夫
作詩：麻こよみ
編曲：猪股義周

「ふりむき酒場」
作曲：小橋浩司　
作詩：冬木ともや
編曲：伊戸のりお

藤原 浩
（キングレコード）

日本作曲家協会では創立70周年を記念して「全国歌謡選手権大会」を開催する事が決定した。

日本作曲家協会創立70周年記念事業

「全国歌謡選手権大会」開催について
募集期間 2026年11月1日から2027年1月31日（必着）
決勝大会 2027年5月30日  古賀政男記念博物館内けやきホールにて

詳細は同封のチラシ・作曲家協会ホームページをご覧ください。

日本作曲家協会音楽祭・奨励賞

ソングコンテストグランプリ・2026表彰・発表

作曲家協会音楽祭・2026放送予定 2026年11月3日（火・祝）15：30～16：54
BSテレビ東京にて


